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全力 くす全力 く

「宿泊税」条例

共
産
・
県
民
の
声
・
立
憲
無
所
属
ク
ラ
ブ

当事者の切実な声に背き

連
携
し
て
条
例
案
撤
回
求
め
て
攻
防

自・公 等の
賛成多数で

自・公 等の
賛成多数で

9月議会報告特集

決決可可

ふなやま由美
環境福祉委員会

人口減少社会調査特別委員会

（仙台太白）
三浦一敏
農林水産委員会

地域交通対策調査特別委員会

団　長

（石巻・牡鹿）
天下みゆき

文教警察委員会
地域再生調査特別委員会

幹事長

（塩　釜）
金田もとる

総務企画委員会
鳥獣被害対策調査特別委員会

（仙台青葉）

政調会長

藤原益栄
建設企業委員会

大震災復興調査特別委員会

（多賀城・七ヶ浜）

県議団ホームページより
ご意見ご要望など
お寄せください。

　

議
会
最
終
日
、
反
対
す
る

多
く
の
宿
泊
事
業
者
の
声
を

踏
み
に
じ
っ
て
、
自
民
・
公

明
・
21
世
紀
ク
ラ
ブ
・
維
新

等
の
賛
成
多
数
で
、「
宿
泊

税
条
例
案
」
が
付
帯
意
見
を

つ
け
て
可
決
さ
れ
ま
し
た

（
各
議
員
の
賛
否
は
別
表
）。

　

共
産
・
県
民
の
声
・
立
憲

無
所
属
ク
ラ
ブ
の
３
会
派

は
、
宿
泊
税
関
連
予
算
を
減

額
し
た
補
正
予
算
修
正
案
の

提
出
、
宿
泊
税
条
例
案
の
継

続
審
査
の
動
議
な
ど
を
繰
り

出
し
、
共
産
党
県
議
団
が
条

例
案
の
反
対
討
論
を
行
う
な

ど
、
連
携
し
て
成
立
阻
止
の

た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

党
県
議
団
は
代
表
質
問
・

一
般
質
問
・
予
算
特
別
委
・

総
務
企
画
委
の
論
戦
の
中

で
、
県
内
宿
泊
者
数
が
回
復

し
て
い
る
の
は
、
仙
台
市
内

の
一
部
地
域
に
限
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

知
事
が
繰
り
返
し
強
調
し
て

き
た
「
７
割
の
事
業
者
の
皆

さ
ん
が
概
ね
理
解
・
賛
同
」

と
の
説
明
も
恣
意
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。「
７

割
賛
同
は
正
確
と
は
言
え
な

い
」
と
知
事
も
訂
正
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
宿
泊
事
業
者
に
対

す
る
罰
則
規
定
や
徴
収
で
き

な
か
っ
た
際
の
リ
ス
ク
を
説

明
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を

追
及
す
る
と
、
当
局
は
「
施

行
ま
で
の
期
間
で
説
明
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
」
と
弁
明
。

こ
の
よ
う
な
県
の
進
め
方

に
対
し
、「
宮
城
県
・
宿
泊

税
を
憂
慮
す
る
会
」か
ら「
不

誠
実
な
対
応
に
強
い
憤
り
」

「
こ
う
し
た
状
況
の
ま
ま
、

宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

を
容
認
で
き
な
い
」
と
、
憤

懣
や
る
か
た
な
い
思
い
が
各

会
派
に
直
接
届
け
ら
れ
ま
し

た
。知

事
か
ら
は
「
一
旦
こ
の

内
容
で
認
め
て
い
た
だ
き
、

結
果
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
に
し
て
い
く
の
で
、
信
頼

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の

発
言
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
さ
ん
ざ
ん
信

頼
を
損
な
う
よ
う
な
進
め
方

を
し
て
き
て
、
ま
さ
に
「
ど

の
口
が
言
う
の
か
!!
」
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

第 119号議案「宿泊税条例」案に対する表決状況一覧
議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

藤倉　知格 富谷・黒川 〇

　
　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

高橋　宗也 東松島 〇

み
や
ぎ
県
民
の
声

ゆさみゆき 青葉区 × 公
明
党
県
議
団

伊藤　和博 泉　区 〇
中山　耕一 富谷・黒川 〇 村上　久仁 名　取 〇 坂下　　賢 石巻・牡鹿 × 横山のぼる 太白区 〇
本木　忠一 石巻・牡鹿 〇 瀨戸健治郎 栗　原 〇 佐々木功悦 遠　田 〇 遠藤　伸幸 青葉区 〇
中島　源陽 大　崎 × 八島　利美 角田・伊具 〇 佐藤　仁一 大　崎 × 大池　康一 宮城野区 〇
石川光次郎 宮城野区 ／ 伊藤　吉浩 登　米 〇 枡　　和也 柴田　 × 立

憲
・

無
所
属
ク
ラ
ブ

熊谷　義彦 栗　原 ×
佐々木喜藏 石巻・牡鹿 〇 わたなべ拓 太白区 〇 三浦ななみ 若林区 × 渡辺　忠悦 登　米 ×
菊地　恵一 大　崎 〇 渡辺　重益 亘　理 〇 小畑　仁子 泉　区 × かっち　恵 太白区 ×
髙橋　伸二 柴　田 議 松本　由男 宮城野区 〇 佐々木奈津江 宮城野区 × 21

世
紀

ク
ラ
ブ

吉川　寛康 青葉区 〇
佐々木幸士 太白区 〇 伏谷　修一 多賀城・七ヶ浜 〇 荒川　洋平 名　取 〇 阿部　眞喜 塩　釜 〇
村上　智行 岩　沼 〇 村岡たかこ 青葉区 〇 平岡　静香 富谷・黒川 × 日

本
維
新

の
会

小野寺　健 泉　区 〇
外崎　浩子 泉　区 〇 杉原　　崇 宮　城 〇 日

本
共
産
党
県
議
団

三浦　一敏 石巻・牡鹿 × 石森ゆうじ 青葉区 〇
守屋　守武 気仙沼・本吉 〇 菊地　忠久 白石・刈田 〇 天下みゆき 塩　釜 ×

※「〇」が賛成、「×」が反対
※「／」は辞職、「議」は議長のため
　表決無し

　賛成 40　反対 17

佐々木賢司 大　崎 〇 熊谷　一平 気仙沼・本吉 〇 金田もとる 青葉区 ×
横山　隆光 白石・刈田 〇 さとう道昭 青葉区 〇 藤原　益栄 多賀城・七ヶ浜 ×
渡辺　勝幸 若林区 〇 高橋　克也 若林区 〇 ふなやま由美 太白区 ×
遠藤　隼人 泉　区 〇 柚木　貴光 宮　城 〇
高橋　　啓 加　美 〇

こ
の
状
況
で
の
強
行
導
入

は
必
ず
禍
根
を
残
し
、
観
光

振
興
で
一
丸
と
な
る
べ
き
観

光
業
界
に
分
断
を
招
く
と
し

て
、
党
県
議
団
は
宿
泊
税
に

「
反
対
」
を
貫
き
ま
し
た
。

知
事
の

「
７
割
の
事
業
者
の

　
　
理
解
」
訂
正
へ

罰
則
規
定
の

　
説
明
な
し
に

　
　
可
決
は
暴
挙

（1） 2024年11月 No.160日本共産党宮城県議団ニュース



脱原発をめざす宮城県議の会

　会期中に強盗放火殺人犯として死刑判決を受け、再審を
求めて闘ってきた袴田巌さんの無罪が確定しました。事件発
生から58年を経てのことでした。
　意見書では、再審請求手続きの障壁となっている証拠開
示のルールを定めることを求め、また、免罪被害者の速やか
な救済を妨げている検察官の不服申し立てについても言及す
るものとなっています。

　「高等学校段階における一人一台端末の公費負担の充実
を求める意見書」も共産党県議団の原案を他会派が修正し
て全会一致で採択されました。

避難計画の見直しもないまま

Ｊ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
半
導
体
工
場
誘
致
は
頓
挫

女川原発の再稼働は女川原発の再稼働は
許されない

行
き
場
の
な
い「
核
の
ゴ
ミ
」増
や
す
な

知
事

肝
い
り
の

議
会
中
に
突
然

　
　「
工
場
計
画
白
紙
」
判
明

大
企
業
優
遇
の
補
助
政
策
は
問
題

「再審法の改正を求める意見書」を
全会一致で採択

六ヶ所村「核燃料サイクル
施設」視察（9月）

学習会（７月）

　
国
と
東
北
電
力
、
そ
し
て

県
が
強
引
に
推
し
進
め
る
女

川
原
発
２
号
機
の
再
稼
動
。

11
月
の
再
稼
動
が
目
前
に
迫

る
中
、
党
県
議
団
は
９
月
議

会
に
お
い
て
も
再
稼
働
は
断

念
を
と
訴
え
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地

震
を
ふ
ま
え
て
、
道
路
損
壊

に
よ
る
避
難
経
路
の
途
絶
、

屋
内
退
避
し
よ
う
に
も
損
壊

し
た
建
物
内
で
は
避
難
の
し

よ
う
も
な
く
、
住
民
が
被
ば

く
を
強
い
ら
れ
る
―
避
難
計

画
・
緊
急
時
対
応
の
見
直
し

も
な
い
ま
ま
に
２
号
機
の
再

稼
働
に
進
む
の
は
許
さ
れ
な

い
と
の
追
及
に
、「
私
は
許

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
」
と

答
え
る
知
事
。
２
２
０
万
人

の
県
民
の
命
を
預
か
る
知
事

の
言
葉
と
は
到
底
思
え
な
い

発
言
で
し
た
。

　
今
年
度
予
算
で
は
、
知
事

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
奏
功

し
て
誘
致
に
至
っ
た
と
喧

伝
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

社
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
台
湾
の
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と

の
合
同
会
社
）
の
半
導
体
工

場
を
中
心
に
関
連
企
業
の
さ

ら
な
る
誘
致
や
人
材
育
成
を

す
す
め
る
と
し
て
「
み
や
ぎ

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
形
成
支
援

事
業
」
に
３
億
２
千
万
円
余

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

９
月
議
会
で
党
県
議
団
は
代

表
質
問
（
９
／
26
）
で
、
Ｊ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
の
工
場
進
出
に
関

す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
同
工
場
で
使

用
す
る
大
量
の
水
を
確
保
す

る
た
め
に
、
麓
山
浄
水
場
の

濁
度
低
減
処
理
施
設
の
増
設

と
県
工
業
用
水
の
配
管
を
一

部
拡
大
し
て
敷
設
替
え
す
る

計
画
に
伴
う
県
の
財
政
負
担

等
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
県
議
会
議

長
が
Ｊ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
の
役
員
の

訪
問
を
受
け
た
際
の
説
明
資

料
（
７
／
19
付
）
に
「
政
府

か
ら
の
一
定
水
準
以
上
の
補

助
金
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

本
事
業
の
前
提
」
と
の
記
述

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
一

定
水
準
」
と
は
ど
の
よ
う
な

水
準
を
指
す
の
か
？ 

「
一
定

水
準
以
上
の
補
助
金
交
付
を

受
け
る
」
と
の
前
提
条
件
の

確
認
は
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
？  

ま
た
、
確
認

で
き
な
い
場
合
に
事
業
は
止

ま
る
の
か
？　
知
事
は
Ｊ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
社
と
日
本
政
府
の
交
渉

の
経
緯
と
中
身
に
つ
い
て
承

知
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

と

質
問
。
そ
れ
に
対
し
、
経
済

商
工
観
光
部
長
は
「
経
産
省

と
の
交
渉
経
緯
や
内
容
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
最
終
的
な

協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
事

業
実
施
の
判
断
は
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
Ｊ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
が

行
う
も
の
と
認
識
し
て
い

る
」と
答
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
翌
日
の
９
／
27
に
Ｐ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
社
か
ら
宮
城
県
で
の
半

導
体
工
場
事
業
か
ら
の
撤
退

を
表
明
さ
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
投
資
総
額
９
千
億
円
を

　
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
の

破
綻
を
目
の
前
に
、
国
内
の

各
原
発
は
使
用
済
み
燃
料
の

貯
蔵
能
力
の
拡
大
を
進
め
る

こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
今

年
２
月
に
東
北
電
力
か
ら
も

女
川
原
発
２
号
機
に
お
け
る

使
用
済
み
燃
料
乾
式
貯
蔵
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
の
（
宮

城
県
な
ら
び
に
女
川
町
・
石

巻
市
に
対
す
る
）
事
前
協
議

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
県
は
「
使

用
済
み
燃
料
は
再
処
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
女
川

原
発
の
敷
地
内
に
は
残
ら
な

い
」
と
の
説
明
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
敷
地
内
へ

の
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
は

「
女
川
を
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
」

に
し
か
ね
な
い
も
の
で
す
。

　
党
県
議
団
は
、
使
用
済
み

燃
料
を
こ
れ
以
上
増
や
す
こ

と
は
認
め
ら
れ
ず
、ま
た「
敷

地
内
に
は
残
さ
な
い
」
と
の

立
場
を
貫
く
こ
と
を
求
め
ま

し
た
が
、
知
事
か
ら
は
「
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
や
原
発
の
稼

働
の
是
非
を
含
む
原
子
力
政

策
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
問

題
」「
敷
地
内
で
の
乾
式
貯

蔵
は
一
時
的
な
も
の
と
東
北

電
力
か
ら
説
明
さ
れ
て
お

り
、
使
用
済
み
燃
料
対
策
も

国
が
前
面
に
立
っ
て
主
体
的

に
対
応
し
て
い
く
も
の
」と
、

こ
こ
で
も
全
て
の
判
断
・
対

応
は
国
の
責
任
と
す
る
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。

超
え
る
と
さ
れ
て
い
た
事
業

の
頓
挫
に
、
知
事
も
「
ま
さ

か
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る

と
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
経

済
的
な
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
強

調
し
、
半
導
体
バ
ブ
ル
に
踊

る
あ
ま
り
に
、
昨
秋
の
基
本

契
約
の
内
容
も
含
め
て
様
々

な
検
証
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ

て
い
た
の
で
は
と
の
感
は
否

め
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
新
た
な
提
携
パ
ー
ト
ナ

ー
を
探
し
て
お
り
、
県
内
で

の
半
導
体
事
業
の
展
開
を
断

念
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
も

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自

公
政
権
が
進
め
る
「
経
済
安

全
保
障
」
政
策
の
下
で
膨
張

し
続
け
る
大
企
業
補
助
金
と

基
金
残
高
の
問
題
と
、
国
に

追
随
す
る
県
の
姿
勢
も
問
わ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
県
議
団
と
し
て
も
個
別

の
大
企
業
に
対
す
る
巨
額
の

補
助
金
の
問
題
と
併
せ
て
県

の
対
応
に
つ
い
て
検
証
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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懸
念
さ
れ
る
が
ん
医
療
・

　
　
　
　周
産
期
母
子
医
療
の
後
退

老
朽
化
し
た
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は

名
取
市
内
で
建
替
え
を
今
す
ぐ
決
断
せ
よ

危
機
に
直
面
す
る
訪
問
介
護
事
業
を
守
れ

ある：41
ない：4

この度の訪問介護の報酬引下げによる
影響はありますか

45件の回答

現場からの切実な声

ジェンダー平等を
　　　　前にすすめよう
ジェンダー平等を
　　　　前にすすめよう

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
の
導
入
を

8.9％

91.1％

8.9％

91.1％

「影響は事業所にありました。 職員の給料は上がりまし
たが、事業所は下がったまま。ガソリン代もそうですが、
電気光熱費は上がっています。このままだと、事業所
の存続ができなくなり、利用者様にご迷惑をかけてし
まいます。どうやって存続させればいいのでしょう！」
「ヘルパーの高齢化(最高年齢７８歳、平均年齢６４歳)
で、雪の日の訪問が怖い。１５キロ以上のあまりにも
遠いところには行けない」
「就業日、休業日のシフト調整ができない」
「９月いっぱいで閉所となった。辛い」

県内で訪問介護事業所数が
　ゼロの自治体： 村田町、丸森町
　１カ所のみの自治体： 七ヶ宿町、川崎町、大衡村、
 色麻町、女川町（8/27 時点）

命と福祉を守り
　ジェンダー平等の県政へ県政へ
命と福祉を守り
　ジェンダー平等の

　
知
事
は
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
を
廃
止
し
、
仙
台
赤
十
字

病
院
が
経
営
主
体
と
な
る
新

病
院
の
開
院
時
期
を
２
年
間

延
期
し
２
０
３
０
年
度
に
な

る
と
表
明
。

　
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
県

が
ん
登
録
室
、
患
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
緩
和
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
、
研
究
所
な
ど
の
機
能
を

有
し
、
東
北
唯
一
の
が
ん
専

門
病
院
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
党
県

議
団
が
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
に
よ
り
担
っ
て
い
る
機
能

が
後
退
す
る
の
で
な
い
か
と

厳
し
く
質
し
た
の
に
対
し
、

保
健
福
祉
部
長
は
「
県
全
体

　
今
年
４
月
に
訪
問
介
護
報

酬
が
２
％
か
ら
３
％
も
引
き

下
げ
ら
れ
事
業
所
の
倒
産
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
党
県
議

団
が
県
内
訪
問
介
護
事
業
所

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
介
護
報
酬
引
き
下

げ
の
影
響
あ
り
は
91・１
％
、

サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
を
断

っ
た
こ
と
が
あ
る
事
業
所
は

７
割
を
超
え
る
深
刻
な
状
況

で
す
。
安
心
の
介
護
を
守
る

た
め
に
、
知
事
に
対
し
て
①

全
国
知
事
会
長
と
し
て
訪
問

介
護
事
業
の
報
酬
引
き
上
げ

の
臨
時
改
定
を
国
に
強
く
求

め
る
こ
と
②
介
護
事
業
所
へ

の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
光
熱
費
と

資
材
高
騰
へ
の
支
援
、
人
員

確
保
の
た
め
の
県
独
自
の
支

援
を
決
断
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
村
井
知

事
は
全
国
知
事
会
と
し
て
、

訪
問
介
護
等
に
お
け
る
基
本

報
酬
の
臨
時
改
定
等
の
措
置

を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
た
、

引
き
続
き
国
に
要
望
す
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　
安
心
の
介
護
を
守
る
た
め

に
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

を
富
谷
に
移
転
さ
せ
東
北
労

災
病
院
と
合
築
す
る
再
編

は
、
人
員
体
制
、
医
療
・
地

域
包
括
ケ
ア
の
提
供
の
点
や

経
営
的
に
も
成
り
立
た
な
い

こ
と
は
明
白
で
す
。

　
患
者
や
関
係
者
の
粘
り
強

い
運
動
で
、
６
月
議
会
で
知

事
は
「
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
で

多
角
的
で
柔
軟
な
見
直
し
を

行
う
」
と
表
明
。
県
の
再
編

構
想
は
患
者
・
家
族
に
不
安

と
苦
し
み
を
与
え
、
体
調
悪

化
で
入
退
院
を
繰
り
返
す
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
党
県
議
団

は
、
候
補
地
を
提
案
し
名
取

市
内
で
の
建
て
替
え
を
今
す

ぐ
決
断
せ
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
知
事
は
再
編
構
想
の
撤
回

を
表
明
せ
ず
。
保
健
福
祉
部

長
は
「
本
院
の
機
能
を
名
取

市
内
に
設
置
し
た
上
で
、
県

北
部
の
患
者
の
精
神
科
医
療

に
も
対
応
す
る
形
も
含
め
検

討
中
。
仮
に
名
取
市
内
に
本

院
機
能
を
残
す
場
合
、
建
替

用
地
の
確
保
や
身
体
合
併
症

対
応
な
ど
の
課
題
が
あ
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
再
編
構
想
の
撤
回
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　
宮
城
県
内
企
業
の
労
働
者

の
男
女
の
賃
金
格
差
は
男
性

を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
女

性
は
76
・
１
で
、
東
北
６
県

で
は
下
か
ら
２
番
目
。
県
の

知
事
部
局
で
働
く
職
員
の
非

正
規
率
は
約
２
割
で
、
会
計

年
度
任
用
職
員
は
知
事
部
局

と
教
育
庁
あ
わ
せ
て
３
０
２

１
人
で
す
。
非
常
勤
講
師
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
専
門
職
が
不
安
定
な
雇
用

と
な
っ
て
お
り
公
務
労
働
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
の
改
善
、

非
正
規
職
員
の
正
規
化
と
男

女
賃
金
格
差
是
正
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
県
議
団
は
Ｄ
Ｖ
な
ど
困

難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
を

支
援
す
る
女
性
相
談
員
の
２

０
２
４
年
平
均
時
給
額
は
１

３
７
９
円
で
あ
り
、
経
験
年

数
８
年
の
女
性
相
談
員
に
対

す
る
国
庫
補
助
基
準
額
の
概

ね
時
給
１
５
７
６
円
と
比
較

し
て
も
、
２
０
３
円
も
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
保
健
福
祉
部

長
は
「
相
談
内
容
も
多
様
化

し
て
お
り
、
専
門
的
知
識
と

経
験
を
有
す
る
人
材
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層

の
処
遇
改
善
に
努
め
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
同
性

カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
「
結
婚

に
相
当
す
る
関
係
」
と
認
定

し
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
を
実
施
す
る

自
治
体
数
は
全
国
４
５
９

（
人
口
の
85・１
％
）に
増
え
、

福
島
県
も
導
入
を
決
め
て
お

り
、
東
北
６
県
で
制
度
が
な

い
の
は
宮
城
県
だ
け
で
す
。

党
県
議
団
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
導
入
は
も
と
よ

り
、
当
事
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
、
子
ど
も
と
の
関
係
を

含
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
せ
よ
と
求
め
ま
し

た
。
村
井
知
事
は
「
反
対
の

意
見
も
あ
り
県
民
の
理
解
は

進
ん
で
い
な
い
。
県
民
の
理

解
増
進
に
取
り
組
む
。
市
町

村
や
関
係
団
体
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

で
が
ん
医
療
の
水
準
を
確
保

す
る
。
東
北
大
学
病
院
な
ど

と
の
役
割
分
担
・
連
携
を
検

討
す
る
」
と
答
弁
。

　
党
県
議
団
は
仙
台
赤
十
字

病
院
が
仙
台
市
外
に
移
転
す

る
こ
と
に
よ
り
人
口
10
万
人

あ
た
り
の
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
数
が
、
全

国
20
政
令
指
定
都
市
中
、
仙

台
市
は
現
在
の
６
位
か
ら
15

位
に
低
下
し
、
政
令
市
の
周

産
期
医
療
の
後
退
で
県
内
の

深
刻
な
少
子
化
を
加
速
さ
せ

て
し
ま
う
と
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。
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三 

浦  

一 

敏

三 

浦  

一 

敏

天
下 

み
ゆ
き

天
下 

み
ゆ
き

深
刻
な「
教
員
の
未
配
置
」解
消
を

秋
保
長
袋
地
域
へ
の

　メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
は
ス
ト
ッ
プ
を

藤 

原  

益 

栄

藤 

原  

益 

栄

ふ
な
や
ま 

由
美

ふ
な
や
ま 

由
美

農
業
支
援
策
の
強
化
、

　営
農
意
欲
を
つ
な
げ
る
鳥
獣
被
害
対
策
を

金
田 

も
と
る

金
田 

も
と
る

海
水
温
上
昇
で
予
算
増
を
求
め
る

水
道
民
営
化
の
弊
害
を
追
及

　

産
休
や
育
休
、
病
休
等
の
代
替

講
師
が
配
置
で
き
な
い
「
教
員
の

未
配
置
」
が
深
刻
で
す
。
県
内
の

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
特
別

支
援
学
校
の
今
年
５
月
１
日
現
在

の
未
配
置
数
は
17
人
、
10
月
１
日

現
在
で
は
57
人
に
上
っ
て
い
ま

す
。
年
度
始
め
か
ら
常
勤
講
師
１

０
７
４
人
と
非
常
勤
講
師
１
０
２

３
人
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
年
度

途
中
の
更
な
る
配
置
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

年
間
６
０
０
人
を
超
え
る
産

休
・
育
休
・
病
休
等
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
県
の
独
自
予

算
を
投
入
し
て
、
各
学
校
に
配
当

定
数
プ
ラ
ス
１
名
の
教
員
配
置
」

を
提
案
し
ま
し
た
。
教
育
長
は
、

「
年
度
途
中
で
未
配
置
が
生
じ
な

い
よ
う
な
教
職
員
定
数
の
制
度
設

計
が
で
き
な
い
か
、
国
に
要
望
す

る
」
と
答
弁
。
知
事
も
「
国
の
責

任
で
定
め
る
べ
き
も
の
」
と
答
え

ま
し
た
が
、「
県
の
独
自
予
算
を

つ
け
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
る
」

と
さ
ら
に
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
教
師
を
志
す
高
校
生

支
援
事
業
」
や
「
復
職
支
援
制
度
」

の
創
設
な
ど
教
員
を
増
や
す
総
合

的
な
対
策
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
総
括
質
疑

に
立
ち
、
宿
泊
税
導
入
に
は
、
特

別
徴
収
義
務
者
と
な
る
宿
泊
事
業

者
の
理
解
が
決
定
的
だ
が
、
説
明

会
を
重
ね
る
ほ
ど
不
満
・
批
判
が

広
が
る
と
指
摘
。
石
巻
市
で
の
３

回
目
の
説
明
会
で
は
参
加
し
た
17

人
中
、
賛
成
は
１
人
だ
け
だ
と
示

し
「
こ
れ
が
実
態
だ
」
と
批
判
し

ま
し
た
。

　

４
病
院
再
編
な
ど
で
も
傲
慢
な

村
井
知
事
の
や
り
方
に
多
く
の
批

判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
指
摘

し
、「
宿
泊
事
業
者
の
理
解
な
し

に
宿
泊
税
を
導
入
し
て
は
い
け
な

い
」
と
迫
り
ま
し
た
が
、
知
事
は

「
す
べ
て
の
事
業
に
賛
成
も
反
対

も
あ
る
」
と
反
対
の
声
を
聴
か
な

い
強
引
な
や
り
方
を
正
当
化
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
な

海
水
温
上
昇
対
策
を
支
援
す
る
養

殖
業
環
境
変
動
緊
急
対
策
費
３
１

８
７
万
３
０
０
０
円
を
歓
迎
し
、

「
ホ
ヤ
や
ホ
タ
テ
が
壊
滅
的
打
撃

で
深
刻
だ
」
と
強
調
、
予
算
の
増

額
を
求
め
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
で
は
、
今
夏
の
コ
メ

不
足
が
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、

自
民
党
農
政
の
下
で
生
産
基
盤
が

弱
体
化
さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

原
因
が
あ
る
こ
と
、
生
産
を
下
支

え
す
る
価
格
補
償
、
所
得
補
償
を

お
こ
な
っ
て
生
産
基
盤
を
強
化
す

る
こ
と
な
く
し
て
は
来
年
も
コ
メ

不
足
が
再
燃
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
指
摘
し
、
国
に
農
業
予
算

の
抜
本
拡
充
を
求
め
る
こ
と
、
県

と
し
て
も
農
業
予
算
を
拡
充
す
る

こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
は
、
２
０
２
３
年
度
の
速

報
値
で
１
億
３
２
０
９
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
営
農
意
欲
の
減
退
や

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
進
展
し
、

離
農
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
農

作
物
被
害
額
と
し
て
数
字
に
表
れ

る
以
上
に
農
家
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。
農
家
の
方
々
の
営
農
意
欲

を
つ
な
げ
る
上
で
は
、
従
前
の
鳥

獣
害
防
止
総
合
支
援
事
業
交
付
金

に
よ
る
市
町
村
支
援
、
集
落
ぐ
る

み
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
推
進
支

援
事
業
等
と
い
っ
た
取
り
組
み
に

加
え
て
、
よ
り
一
層
の
支
援
策
の

充
実
を
と
求
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き「
民
営
化
」後
の「
県

水
道
事
業
問
題
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
Ｒ
５
年
度
決
算
で
は
、

利
益
が
２
億
４
８
０
０
万
円
で
し

た
が
、
内
部
留
保
資
金
は
25
億
円

も
増
え
ま
し
た
。
企
業
債
元
金
償

還
額
が
減
価
償
却
費
を
下
回
る
よ

う
に
な
り
、手
持
ち
資
金
が
急
増
、

２
３
３
億
円
に
な
り
ま
し
た
。
他

方
宮
城
県
の
水
道
料
金
は
全
国
一

高
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な

り「
黒
字
分
は
料
金
引
き
下
げ
に
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

Ｒ
５
年
度
決
算
の
質
疑
で
「
水

道
民
営
化
」
の
弊
害
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
①
直
営
時

代
と
比
べ
水
道
事
業
県
本
体
会
計

は
15
億
円
も
利
益
が
減
っ
た
が
、

民
間
会
社
は
８
億
円
の
利
益
を
上

げ
た
②
民
間
会
社
の
利
益
率
は

27
％
で
（
売
上
は
29
億
円
）
ト
ヨ

タ
の
約
３
倍
③
民
間
会
社
が
払
っ

た
２
億
円
の
税
金
は
結
局
県
民
の

水
道
料
金
負
担
④
民
営
化
し
た
と

た
ん
、
維
持
管
理
費
は
９
億
円
か

ら
21
億
円
に
倍
増
し
た
等
々
で
す
。

　

県
民
の
財
産
が
民
間
会
社
に
移

さ
れ
て
い
る
実
体
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
自
公
政
権
は
「
民
営

化
」
を
全
国
全
市
町
村
に
ま
で
広

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
徹
底

解
明
が
阻
止
に
繋
が
る
」
と
奮
闘

中
で
す
。

　

秋
保
地
域
の
６
０
０
ha
も
の
市

街
化
調
整
区
域
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

と
蓄
電
池
製
造
工
場
計
画
が
浮
上

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
豊
か
な

自
然
の
里
・
秋
保
を
守
れ
」
と
反

対
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。
事
業

者
は
３
月
に
た
っ
た
１
回
の
地
権

者
向
け
の
説
明
会
を
し
た
き
り

で
、
そ
の
後
は
事
業
者
に
電
話
を

か
け
て
も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
。

太
陽
光
発
電
計
画
の
届
け
出
や
環

境
影
響
評
価
は
仙
台
市
が
行
い
ま

す
が
、
森
林
法
に
基
づ
く
林
地
開

発
許
可
は
県
の
仕
事
で
す
。「
多

賀
城
市
域
面
積
の
１
／
３
程
に
相

当
す
る
６
０
０
ha
も
の
森
林
を
伐

採
す
る
本
計
画
は
、
環
境
破
壊
そ

の
も
の
で
あ
り
許
す
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
知
事
に
強
く

迫
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
秋
保
の

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
へ
の
県
の
支

援
が
４
月
か
ら
打
ち
切
り
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
補
正
予
算
で
復

活
す
る
こ
と
に
。
前
回
よ
り
減
額

と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

物
価
高
と
燃
料
代
高
騰
、
コ
メ
不

足
な
ど
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
現
場
の
声
を
届
け
て
復
活
で
き

た
こ
と
は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。

　

10
月
17
日
に
閉
会
し
た
県
議
会
で
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
は
、
提
案

さ
れ
た
議
案
25
件
中
20
件
に
賛
成
、
２

件
（
補
正
予
算
、
宿
泊
税
条
例
）
に
反

対
し
３
件
の
決
算
を
不
認
定
と
し
ま
し

た
。

　

宿
泊
税
条
例
案
に
対
す
る
継
続
審
査

動
議
が
出
さ
れ
賛
成
し
ま
し
た
が
否

決
。
原
案
に
対
し
１
面
既
報
の
趣
旨
で

反
対
討
論
し
ま
し
た
。
ま
た
補
正
予
算

で
は
、
任
意
取
得
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
紐
づ
く
ミ
ニ
ア
プ
リ
登
録
に
地

域
ポ
イ
ン
ト
で
誘
導
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
と
反
対
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
決
算
に
は
、
①
「
社
会

全
体
で
支
え
る
宮
城
の
子
ど
も
・
子
育

て
」
を
重
点
政
策
に
掲
げ
な
が
ら
本
気

に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
見
え
な
い

②
宮
城
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
を
軽
視
し
て
い
る 

③
「
民
間
の
力
」

と
言
っ
て
大
企
業
優
遇
を
進
め
て
い
る

④
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
ず

に
女
川
原
発
の
再
稼
働
を
進
め
て
い
る

⑤
宿
泊
税
・
４
病
院
再
編
・
県
営
住
宅

廃
止
な
ど
当
事
者
や
関
係
者
の
意
見
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
強
行
し
よ
う
と
す

る
村
井
県
政
の
行
政
運
営
の
進
め
方
、

と
５
つ
の
理
由
を
挙
げ
反
対
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
４
つ
の
意
見
書
『
私
学
助
成

の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書
』『
刑

事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
』『
高
等
学

校
段
階
に
お
け
る
１
人
１
台
端
末
の
公

費
負
担
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
』

『
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会

実
装
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意

見
書
』
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
当
会
派
が
提
案
し
た
『
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
の
表
示
等
の

適
正
化
を
求
め
る
意
見
書
案
』、
賛
同

し
た
『
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
の
引
下

げ
の
早
急
な
見
直
し
等
を
求
め
る
意
見

書
案
』
は
政
調
会
長
会
議
で
不
調
と
な

り
議
会
提
案
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
第
３
９
３
回　
宮
城
県
議
会
に
つ
い
て
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